
 

 
 

団体名 特定非営利活動法人 まちアート・夢虫 
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所在地 千葉県船橋市印内 1-9-1-105 

１ 事 業 名 
「まちと人と文化」人が生きる、まちが活きる 

２ 事 業 費 615,603 円  （このうち県の支出 307,060 円） 

３ 事 業 期 間 8 月～12 月 

４ 事業の目的 まちづくりのための地域芸術文化環境の強化を行い、地域の 

力とする。 
５ 事 業 概 要 １．シンポジュームによる意志共有化 

２．まちと子どもをつなぐ 

３．地域の活動団体。個人専門家同士のつながりと地域のつ

ながりを計る 
６ 事 業 経 過 ※「誰が」「誰と」「誰（何）を対象に」「いつ」「どこで」「何をしたのか」とい

うことを、わかりやすく簡潔に記載してください。 

１．9 月 3 日(木) 船橋市中央公民館 

講座「人形劇の魅力をさぐる」（講師：伊東史朗、参加者

27 名） 

→子育て支援の人形劇団の若手育成支援プログラム。 

２．9 月 10 日(土) 西船橋駅から古作まで 

「西船・まち探険」（講師：伊藤邦夫、参加者 16 名） 

→講師と共に和菓子屋、煎餅屋、枝豆生産農家などを巡っ

た後講師による講座を行った。 

３．10 月 2 日(金) 船橋中央公民館 

「シンポジューム＆まちの円卓会議」（講演：小倉明「まち

と人と文化」、他パネラー3 名、円卓会議者 11 名、聴衆

15 名） 

→子ども参加の事業紹介を行い、子どもの育成、まちづく

りに関して話し合った。 

４．10 月 31 日(土) 船橋市勤労市民センター 

講演「トレモスまち・人・子どもを語る」（講師：小倉明参、

加者 20 名）。 

５．11 月 14 日(土) 船橋本町通り 

2009 きらきら秋の夢ひろば「本町通りはアート劇場」（イ

ベント参加団体：5 団体、対象：本町通を訪れた不特定多

数） 人形劇、紙芝居、犬のワークショップなど。 



 

 

 

７ 事業成果 ■具体的な成果 

※具体的にどのような成果が出たのか、当初の目標に照らしてどの程度達成でき
たのかを記載してください。 

１．地域で活動している子育て団体、アート団体、作家、地域

商店街振興組合などが、連携を深めると共に、相互理解が

深まった。 

２．参加した子どもたちの地域に関する理解が深まった。 

３．イベント、ワークショップ、シンポジウムを、協働で取り

組むことでこれからの活動の基盤ができた。 

 

８ 直面した課

題と今後の

展開 

 

 

 

 

■直面した課題 

※この事業の過程で直面した課題・問題を記載してください。 

・宣伝・広報に努めたが、もっと多くの若い層を取り込んで

いく工夫や、働いている男性・女性も参加できるように、

更なる工夫や努力をしていきたい。 

・地域で活動している団体は、個々それぞれに成果を上げて

はいるが、異種の団体同士が協力することで、さらに成果

を拡大すると共に、活動の意義を市民に周知するための事

業に取り組みたい。 

・子育て文化団体、アート団体、作家などの活動、および商

業団体の地域貢献事業を、側面的に支援する事業を、さら

に進めたい。 

 

■平成２２年度以降の事業展開 

※この事業は 21 年度の県の補助事業としては完了しますが、どのように事業活
動を展開していくのかを記載してください。 

 

 

９ 補助金事業

の感想等 

※ＮＰＯ活動費補助金を行った感想や、応募についてのアドバイスなどがあれば
記載してください。 

・提出に必要な書類が、インターネットなど電子データーで

取得できるようにして欲しい。あらかじめ全体が見えてい

ないと、書類作成の手間が煩雑になる。 

・「成果報告会」配布用のチラシの必要枚数が、事前に分かっ

ているとありがたい。すでに使ってしまっていて、用意が

できないので。 


